
［成果情報名］ホエー代用乳の増給が黒毛和種子牛のスタータ摂取量と発育に及ぼす影響 

［要約］ホエー代用乳を慣行量（従来の脱脂乳代用乳でのメーカー推奨値相当量）に対し最大時 1.2

倍給与しても、子牛のスタータ摂取量の伸びが鈍化し、離乳時体重は同程度となる。ほ乳期間中

の代用乳とスタータの総コストは、増給した場合 1.12 倍となり、慣行量の方がより経済的である。 
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［背景・ねらい］ 

黒毛和種子牛の人工ほ乳が定着しつつあるが、市場では子牛の早期発育が重視されることから、

農家での代用乳給与量は増加傾向にあり、代用乳コスト負担が増大している。我々は代用乳価格

の低廉化を目的のひとつとしてホエーを主原料とする代用乳を開発・商品化したが、この新しい

代用乳の給与量と発育の関係、またスタータ摂取量との関連については未だ不明確である。本研

究では、ホエーを主たるタンパク質源とする代用乳を用いた人工ほ乳において、給与量を増やす

ことが、黒毛和種子牛の発育、スタータ摂取量および糞便性状に及ぼす影響を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ホエータンパク質を主体とする代用乳（粗タンパク質 26％、粗脂肪 17％、６倍量の温湯で希

釈）を用い、給与量が異なる２区を設定し、計 35 頭の黒毛和種子牛による 63 日齢までの給与

試験を実施した（表１）。スタータは僅かに食べ残す程度に漸増し、乾草と水は自由摂取とし

た。 

慣行区：従来の脱脂乳代用乳におけるメーカー推奨給与プログラムに従う量。 
増量区：慣行区に比して最大時給与量を 20％増量。 

２．代用乳摂取量については、両区ともほぼ全量を飲み切り、21 日齢（３週齢）以降は増量区の

摂取量が有意に高くなる（図１）。 

３．ほ乳期間中のスタータの総摂取量については、増量区の 16.2 kg に対し、慣行区では５週齢

以降、摂取が増量区を上回ることから、18.0 kg と多い傾向にある（図１）。 

４．子牛の 0～63 日齢までの一日あたり増体量は慣行区 0.73 kg /日、増量区 0.79 kg /日であり、

両区間に有意な差は見られない。 

５．子牛の離乳時体重は慣行区 78.0 kg、増量区 82.8 kg であり、有意差は認められない（図２）。 
６．糞便の形状を数値化した糞便スコア（１：固形糞、２：軟糞、３：水様糞＝下痢）の週毎の

平均値について、両区間に差は認められない（図３）。 
７．人工ほ乳期間中にかかる代用乳とスタータのコストは、慣行区を１とした場合、増量区は 1.12

となり、慣行区の方がより経済的である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．代用乳の給与時刻は農場ごとに異なるため、給与間隔により飼料摂取量は変動する可

能性があることに留意する。 

２．スタータの摂取量は、代用乳の摂取量が少ない方がより伸びる傾向にあるが、摂取量

の急激な増加は、下痢を誘発しやすいことから、給与量の増加ペースには十分留意する。  

３．本研究では乾草の摂取量を記録していないため、粗飼料も含めたトータルコストは今

後検討する必要がある。 



 

 

［具体的データ］ 

 

日齢 3～6 7～10 11～15 16～20 21～49 50～56 57～63

慣行区 0.60 0.70 0.90 1.10 1.10 0.56 0.28

増量区 0.60 0.70 0.90 1.10 1.32 0.66 0.34

表１．代用乳粉末の給与量 （kg/日/頭）

 

 

図１．子牛の代用乳およびスタータ摂取量
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図２．子牛の体重の推移
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図３．子牛の糞便スコアの推移
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